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前詩集『斐伊川相聞』で第 58回日本詩人クラブ賞

を受賞した冨岡悦子、新詩集。

月はこうこうとあなたの海図を照らし、

ここがどこなのか人差し指を重ね、

アクロス・ザ・ユニバースをふたりで口ずさんで。
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こわれないように

額の奥で
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